
0 

 

 

 

 

有識者からの発表 
 

 

 

 

 

 

「瀬戸内海の漁業の現状と今後の在り方」  

 

 

 

兵庫県漁業協同組合連合会  
 

代表理事会長 山田 隆義 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－５ 



1 

 

今後の瀬戸内海の水環境の在り方懇談会資料 

 
【発表者：兵庫県漁業協同組合連合会 代表理事会長 山田 隆義】 

項 目 内 容 

1.発表テーマ 

 

瀬戸内海の漁業の現状と今後の在り方 

 

 

2.課題 

 

 

 

工業化により、埋め立てや河川の開発が進むと海への砂の供給がなく

なり、干潟の喪失やヘドロ状の底質になったため２枚貝が減少している。 

２枚貝の減少は、自然界からの窒素やリンなどの補給や海の浄化作用を 

著しく低下させ、窒素やリンの減少は、のり養殖における栄養塩の低下

や水産資源の減少の大きな要因となっている。 

 

1） 水環境変化による漁業の置かれている課題・・栄養塩の不足 

○無機差３態窒素、リン酸態リンの減少 

2） 水環境変化による漁業の置かれている課題・・海水温上昇 

○水温上昇による漁期間の短縮（特に水温降下の遅れ） 

平成元年当時と比較し水温降下が約１０日間遅れている。 

平成１０年当時と比較し水温降下が約７日間遅れている。 

3） 水環境変化による漁業の置かれている課題・・生物生息場の変化 

     ○高水温や水温降下の遅れにより、季節感のずれ（時期よる水揚げ 

される魚の変化） 

  ○冬季間の減少によるのり生産期間の減少 

○陸域からの栄養塩減少による基礎生産力の減退 

○餌の減少から浮遊性魚、多獲性魚種の変化、減少 

○カキ養殖における、高水温による夏季の斃死や生育不良（餌料不足） 

○大型珪藻（ユーカンピア、コシノディスカス）など特異的プランク

トンの大発生 

  多様性の欠如、単一種の爆発的増殖、補完機能の失墜 

○餌生物の減少による、のり魚食被害（チヌ、アイゴ、ボラ等）の 

拡大 

○のり色落ち被害の早期化、広域化 

○泥場の減少による栄養塩蓄積量の変化 

 

 

3.対応（提案）及び 

4.今後の瀬戸内海の

方向性について 

 

 

○干潟浅場の造成 

○二枚貝（アサリ、ウチムラサキ）の放流・増殖 

○ダム、河川水の緊急放流 
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